
令和３年度 京都府立木津高等学校 学校経営計画(スクールマネジメントプラン)（計画段階）
評価 ４ 達成できている ３ ほぼ達成できている ２ あまり達成できていない １ 達成できていない

学校経営方針(中期経営目標) 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点(短期経営計画)

・地域から愛され、生徒一人一人が輝く学校 令和２年度は、新型感染症対策の中、前年度の成果と課題を踏まえ教 １ 創立1２０年､木津高校の歴史と伝統ある建学の精神を継承しつつ、

職員が一丸となって本校の教育活動を前進させることができた。 2030年代を見据えて、３つの学科において、それぞれ主体的で対

・生徒一人一人を大切にし、能力を最大限に伸 １ 学校評価について 話的で深い学びの充実を図る。また、特色ある教育活動を推進す

ばし、将来展望を持たせ、進路を決めて卒業さ ①学校評価アンケート結果では、生徒の満足度は約80％と高い。し る。

せる かしながら、生徒自身の誇りに十分に繋がっていない。自己肯定

感を高める教育活動の推進を行う必要がある。 ２ 進路希望の実現と未来を切り開く力を育成するために、学習活動

１ 地域との連携を深めた特色ある学校づくりを推進する ②Classiの導入により、保護者に対して学校の教育活動が見えやす においては基礎・基本を大切にし、地道な努力を積み重ねる大切

２ 教育活動をとおして、規律ある行動とコミュニケーシ くなったとの意見が多い。今後さらに教育活動の見える化を充実 さを伝え、確かな学力の定着を図る。また、ICT機器の活用を推進

ョン能力の向上を図り、自分を大切にし、他者を思いや させる。また、環境整備へのご意見もあり、全校体制での美化活 しながら、「主体的な学び」「個別最適な学び」の充実を図る。

る心を育てる。また、安心安全で充実した教育環境を整 動を推進する。

備する。 ③中学生から選ばれる学校となるよう、積極的な広報活動を行う。 3 規律ある学校生活と基本的生活習慣の確立を図り、欠課・遅刻の

３ 生き生きとした学習活動を公開し、地域から信頼され ２ 学習活動について 減少に向けた指導を強化する。

る学校づくりを推し進める。 アンケート結果から、主体的に学ぶ意欲をさらに高めるべきであ

４ 自己理解を深めるとともに、目的意識を高めさせ、自 ると考え、学習指導と評価のさらなる充実を図り、主体的に学ぶ力 ４ 粘り強い学習指導を通して原留・中退・転学等を限りなく０に近づ

らの進路を主体的に切り開く能力や責任ある行動力を身 の育成に努める。 ける指導を徹底する。

につけさせる。 ３ 進路指導について
５ 学習環境の整備や教職員の資質向上に努め、学校の評 平成30年度新設の「特進エリア」完成年度を終え、一定の成果が ５ 人権の尊重と共生社会の実現に向けた取組のさらなる充実を図

価を高め、信頼される学校づくりを推し進める。 見受けられた。今後は、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、ICT機器 る。多様化を理解し、互いの人権を尊重しながら、信頼で結ばれ

６ 新学習指導要領の趣旨を踏まえた指導・評価の充実と、 の活用も増やし、「個別最適な学び」と「個別最適な進路指導」を 成長しあう人間関係を作る学級経営や学校づくりを行う。また、い

相違工夫を活かした特色ある教育活動を展開する。 組織的に推進し、生徒のさらなる学力向上と進路実現を図る。 じめや差別を許さない環境づくりを行う。

７ ＩＣＴ教育の充実を図るとともに、ネットワークを活 ４ 地域連携等について

用した学習支援の充実を図る。 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、多くの取組の中 ６ 地域等と連携した教育活動やボランティア活動を積極的に行い、

止を余儀なくされたが、地域連携を一部でも進めることができた。 確かな学力の定着を図るとともに、自己有用感と誇りを育成する。

次年度は、感染症対策を講じながら、地域における学びの場の保

障と地域貢献活動をさらに推進する。 ７ 危機管理の徹底を図り、安心・安全な環境づくりと自他の生命を

５ 命と人権を大切にした取組 大切にし、健康で安全な生活をおくることができるよう健康安全教

生徒の生命の尊重を第一に考え、迅速かつ丁寧な対応を行うとと 育の充実に努める。

もに、いじめ防止に向け、いじめアンケートの実施のほか、木津高

人権啓発標語の取組みを行った。次年度も、人権教育と安全教育の ８ 部活動の加入率70％以上を目指し、部活動体験期間を設け、部

さらなる充実を図る。 活動のさらなる活性化を図る。

６ 基本的生活習慣の確立と部活動について

生徒指導部を中心に、身だしなみ指導を充実を図れている。基本 ９ 選ばれる学校づくりのために、広報活動をさらに充実させ、地域・

的生活習慣について、今後も粘り強く行う。また、生き生きと充実 中学生及びその保護者へ、木津高校の魅力を伝える取組を、早期

した高校生活を過ごせるよう、部活動等、特別活動のさらなる充実 に行う。

を図る。



分掌 評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評 価 成 果 と 課 題

教 修学保障 原級留置・中途転退学者数を限りなく 校務システムにおける日々入力を導入して欠席過多生徒の情報共有を
務 ゼロに近づける。 担任と教科担当間でより緊密にする。また、欠席過多生徒・成績不振
部 の生徒に対する指導について学年部のみではなく、各教科担当との連

携を密にし、昨年度人数より減少を目指す。
各学期の中間考査後、K-Alertを全教職員に配付することや、各学期末
においても成績会議を開催することで、各生徒の成績状況の情報共有
を図るとともに、成績不振生徒に対する丁寧な学習指導に力を入れる。
「授業を大切にしよう」を活用し、課題を抱える生徒への面談やアプ
ローチの仕方について、より効果的な実施の仕方、時期を検討する。

学習指導 授業規律を確保するとともに、授業改 Classiをより効果的に活用し、授業改善につながる取組（公開・研究
善を推進して学力向上を図る。 授業週間、授業アンケート等）を効果的に実施し、授業改善を通じて

学力向上につなげる。
学力向上につながる取組を他分掌と連携して効果的に実施する。

学校運営 学校運営上のマニュアル、手引き、各 マニュアル、手引き、各種届け書等を全教職員がより効率的に活用で
種届け様式等の見直しを図る。 きるようClassiを活用し周知、徹底をはかる。

図書館活動 図書館での活動を通して、生徒の学力・ 生徒及び教職員に図書館の利用を促進する。
人間力の向上を目指し、社会で通用す 図書委員会の活動に生徒たちを積極的、主体的に取り組ませる。Class
る能力を身につけさせる。 iを活用するなど、有効な広報活動を行う。

生 生徒指導 基本的な生活習慣の確立と規範意識の 社会の一員としての自覚を育てるために、定められた時間に登校でき
徒 醸成を目指す。 るよう毎朝校門にて、あいさつ運動とともに遅刻防止指導を行う。
部 登下校時を含め、学校生活全体を通じて、身だしなみが整った状態で

過ごすことができるよう統一した指導を行う。
携帯電話やスマートフォンのモラルを教え、使用ルールを遵守するよ
う、統一した指導を行う。

保護者や地域、関係機関と連携し、安 保護者や外部関係機関と連携を密にし、生徒の安全に留意した指導を
心・安全な学校生活の構築を図る。 行う。

いじめの早期発見・早期解決といじめを許さない心の育成指導を行う。
特別活動 規律ある集団生活の中で、生き生きと 生徒会、クラス委員、部活動の校内外での奉仕活動、人権学習等を通

した教育活動を推進する。 して、地域への連携を深めるとともに他者を思いやる心を育てる。
部活動に参加しやすい環境をつくり、自主性・協調性の向上を図り、
達成感を得られるよう指導する。

キ 進路指導 希望進路実現のために就職指導、進学 就職希望者に対する指導体制のさらなる充実及び強化を図り、希望者
ャ 指導体制を充実させる。 全員の内定を得る。
リ 特別進学プログラム～守破離～を見直し、チームを中心に各学年及び
ア 各教科と連携しながら「主体的な学び」を促す取組を実践することで、
教 生徒のさらなる学力の向上と進路実現を図る。
育 進路シラバスを基に系統的な進路学習を各学年と連携のもと実施し、
推 適切な情報提供を行い、生徒の進路意識をさらに向上させ、希望進路
進 実現に向かう。
部 中高連携 本校の教育活動に興味・関心を持つ中 中学校訪問や学校説明会、専門学科体験セミナーや普通科授業体験の

広報活動 学生に多く受験し入学してもらうため 実施により本校の魅力を伝え、中学校との信頼関係を構築し、特に木
PTA活動 に、中学校との連携をより強化する。 津川市、相楽エリアにおいて選ばれる学校を目指す。

本校の特色ある教育活動を、中学校、 各分掌、教科、学科、部活動と連携して、ホームページだけでなくSNS



地域社会、企業、大学へ広報する。 を積極的に活用したリアルタイムな情報発信を行う。またPTAと連携し、
会報などを利用し本校の教育活動を保護者に向けて適正に発信する。

保 健康・安全 清掃活動の充実を図り、他を思いやる 事務部と連携し、清掃道具の整備と充実に努める。清掃場所を明確に
健 心を育む。 し、生徒と教員がより効率的で清掃しやすい環境を整える。
部 保健活動を通して、生徒の健康・安全 新型コロナ感染症対策を講じながら、各種検診を実施し、保健活動を

を守るとともに将来に繋がる取組を行 充実させる。
う。
支援を要する生徒が自己理解を深め、 SCやSSWを交えて学校適応推進会議や特別支援校内会議開催し、個別の
自ら主体的に進路を切り開く能力を育 指導計画を作成し、必要な支援や配慮を行う。
てる。 自分に合ったスタディスキルやソーシャルスキルを見つけることで自

立と進路を選択する能力を身につけさせる。
農 農場経営 ＧＡＰ（農業生産工程管理）を基礎に 農場管理記録簿を全部門で記入し実習計画に応用する。
場 おいた農場運営を行う。GLOBALGAPの認 作業の安全を第一とし、そのための整理整頓を実施する。
部 証継続を目指す。 リスクを共有し対処できるようにする。

学科連携・地域連携・学校間連携をよ 情報企画科との連携内容を充実させる。
り充実させる。 大学・自治体をはじめ、他校種との学校連携を充実する。

情 学科経営 「人間性豊かな職業人の育成」を理念 生徒の能力を最大限に伸ばすために、学科・地域と連携した取り組み
報 とした諸活動を推進する。 をさらに充実させ、情報企画科の特 色と魅力をより明確にする。
企 時間・あいさつ・身だしなみの規律を定着させ、「主体的に授業に向か
画 う」ことを重点項目として全学年に周知し、教員・生徒が共に徹底し
部 て取り組む。

商業科の専門性を生かした進路実現を 専門性を生かした進路実現のため、担任と連携して個別最適化した指
支援する。 導ができるよう協議する。
専門学科の魅力についてより広く認知 情報企画科の取り組みをニュースやYouTubeなどで内外に発信し、地域
されるよう、広報活動の充実を図る。 住民や中学生に学科の魅力をアピールする。

中学生へのマナー講習会の出前授業を行い、学科の取り組みや魅力を
知ってもらう機会とする。

第 学校生活 基本的生活習慣を確立し、目的ある ルールを守らせる等の規範意識の確立を図る。
一 性豊かな集団を育成する。 授業規律を守り、授業を大切にすることで、学習環境を整え、基礎学
学 力の定着を図る。
年 身だしなみや挨拶、時間を守ることの指導を徹底する。
部 生徒、及び授業担当者や保護者との連携を深めて情報を共有し、迅速

な問題解決を図る。
部活動および学校行事に積極的に参 部活動参加を積極的に推進する。
加し、協調する姿勢を養う。 校外学習・文化祭・体育祭等の行事において、主体的計画のもと、協

力して取り組ませる。
第 学校生活 基本的生活習慣の徹底とともに、学 規範意識の徹底を図る。
二 習習慣を確立させ、基礎学力の定着 授業を大切にする環境づくりと考査前学習会等の実施で、学習習慣と
学 を図る。 基礎学力の定着を図る。
年 進路に対する意識を高め、自ら目標 進路実現のために、担任からの日常的な進路指導やキャリア教育推進
部 を定める。 部や保護者との連携を図り、定期的に面談を行い、自ら進路目標を切

り開く力を育てる。
思いやりの心を育み、人権意識を高 身嗜みを整える、物を大切にする、人を大切にすることを心掛け、落
め、社会性豊かな集団の育成を図る。 ち着いた気持ちで学校生活を送れるようにする。

研修旅行や文化祭など、充実した学校行事の実現に向け、集団の核と



なるリーダーを育てるとともに、人権学習や平和学習などをはじめと
した事前・事後学習を計画的に行う。

第 学校生活 進路実現と社会性豊かな資質を身に 生徒の希望進路実現にむけ、保護者との密接な連携のもと進路指導を
三 つけさせる。 すすめる。
学 地域に愛される高校の一員として、身だしなみを整え、相応しい言葉
年 遣いなど礼節が養われるようにする。
部 学校行事や人権学習、清掃活動など日常の活動を通して、自他を大切

にするコミュニケーションの大切さを自覚させる。
事 施設設備管理 安全安心な学校作り 施設担当者・技術担当者を中心に施設・設備の点検を実施し、危険箇
務 所等には、早急に対応する。
部 会計管理 効果的な予算執行と適切な会計事務 職員相互のチェック・確認体制の定着を図る。

処理 事務部内でそれぞれの仕事内容を共有し、共通理解を図る。

情報の見える 生徒・保護者、職員への情報の見え 奨学金等の案内にclassi等を活用し、保護者等への情報発信の一助と

化 る化の推進 する。

省エネ・ゴミ 節電対策の推進 校内を巡回し、不必要な点灯箇所の電灯を消す等節電に努める。
削減と清掃 新型コロナ感染症対策を踏まえつつ、空調機器の適正な温度管理をお

こなう。
廃棄物量の削減と清掃 ・ゴミの分別・節減に努めるとともに、自らも積極的に清掃活動をお

こなう。
新型コロナウ 新型コロナウイルス感染症拡大防止 生徒の健康を第１に考え、保健部と連携しながら、必要な物品の調達
イルス感染症 対策 を図る。また、新型コロナウイルス感染症対策を念頭に置き、生徒、
拡大防止対策 保護者、来客等の窓口対応に当たる。


